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メタンハイドレート（*1）資源開発支援を目的とした新コンセプト技術を開発 

～深海底の生物資源を活用した固化技術～ 
 

 

【本研究成果のポイント】論文掲載、特許取得 

 国産資源としての期待が高まるメタンハイドレート商業化において技術的課題とさ

れている出砂トラブルに対処する新しい技術開発を進めている。 

 天然にすでに存在する微生物の機能を活用し、抗井周辺の地層を固めることで出砂

を抑制し、長期生産を可能とする効果が期待できる。 

 

【概要】 

 日本周辺海域を対象として JOGMEC（独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源

機構）が主体となり、2013 年に世界初のメタンハイドレート海洋産出試験を、

2017 年には第 2 回の同試験を実施するなど商業化に向けた取り組みが進められ

ている。過去 2 回の海洋産出試験では、一部の生産井（*2）においてメタンハイドレ

ート層から砂が流入し坑井を詰まらせる出砂という現象により試験が中断されるな

どの課題が指摘されている。 

 この課題を解決する手法として天然に存在する微生物の作用に着目し、広島大学大

学院先進理工系科学研究科社会基盤環境工学プログラムの畠俊郎教授（2021 年 3

月まで富山県立大学教授）は、JOGMEC と共同で抗井周辺の地層を広範囲に固化

させることで坑井への出砂を抑制する技術の開発を進め、日本と米国で特許を取得

した。 
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 地層固化のイメージ（左側イラスト）と高圧環境下で微生物が作り出す結晶鉱物（右側画像） 
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日本近海のメタンハイドレート胚胎層を再現した圧力条件(13MPa)で温度条件を変えて

結晶析出試験を行った結果、30℃ではほぼカルサイト、13℃ではカルサイト 80%、アラゴ

ナイト 20%と異なる炭酸カルシウム種が析出することを確認した。 

 

【今後の展開】 

 今後、我が国周辺での海洋産出試験や。将来の商業化を念頭に、JOGMEC と協力

して現場適用と実用化のための検討を進めたいと考えている。 

 また、アラスカで実施予定の長期陸上産出試験でも同様の技術が適用できるか確認

するため、試料の採取・分析を行う予定。 

 

【用語説明】 

（*1） メタンハイドレート 


